
 

９月定例市議会一般質問一覧表 

  

順序 質 問 者 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

１ 後 藤 吾 郎 

１ コロナ禍における鎌倉市の医療・介護・障がい福祉に

ついて  

～現状とこれから～ 

市 長 

副 市 長 

教 育 長 

担 当 部 長 

２ 中 里 成 光 

１ 防災とは 

２ 自然災害激甚化・頻繁化について 

３ 市民の災害に対する備え、意識について 

４ 地域内の連携について 

５ 災害ボランティアセンター設置運営に関して 

６ 他地域との防災都市連携 

７ 持続可能なまちづくりについて 気候変動への対策 

市 長 

副 市 長 

担 当 部 長 

３ 日 向 慎 吾 

１ 地域とのつながりや地域活動の活性化について 

２ 良好な河川空間の確保について 

３ 腰越駅から江ノ島駅間の安全対策について 

市 長 

副 市 長 

消 防 長 

関 連 部 長 

 

４ 
長 嶋 竜 弘 

１ 村岡新駅・本庁舎移転は妄想か？その実現性に迫る 

1-1 村岡新駅が出来ない最大の理由 

1-2 本庁舎移転が出来ない最大の理由 

1-3 一般社会においてはそれを騙しと言う 

1-4 渋滞に拍車がかかる交通問題 

1-5 災害対応など、前提が崩れた 

1-6 財政、その他諸問題 

市 長 

５ 千      一 

１ 合理化と障がい者にとっての使いにくさとプライバシ

ーについて 

２ スケートボードによる路上での危険走行について 

３ 身体障がい者中心のグループホームについて 

４ コロナワクチンについて 

市 長 

副 市 長 

教 育 長 

消 防 長 

担 当 部 長 



 

順序 質 問 者 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

６ 大 石 和 久 

１ 松尾市長の政治姿勢について 

（１） 松尾市政 12 年間のごみ処理行政を振り返って 

（２） ごみ処理基本計画（アクションプログラム）につ

いて 

市 長 

副 市 長 

担 当 部 長 

７ 岡 田 和 則 

１ 鎌倉市における新型コロナウイルス感染症の統計につ

いて 

神奈川県では県内 33 市町村の入院患者として重症、

中等症、軽症・無症状を数として把握し、公表してい

る。また、療養者として宿泊療養者、自宅療養者を把

握し、加えて死者も数として把握して公表している。 

①新型コロナウイルス感染症は７月中旬頃から激増し

てきているが、入院患者と療養者数の比較ではどんな

傾向にあるのか、 

  ②また、宿泊施設療養者と自宅待機療養者の比較では

どんな傾向にあるのか、 

  ③数値の見える化をすれば一目瞭然だが、今後は数値

の見える化で公表してほしいと考えるがいかがか。 

  また、鎌倉市は独自に自宅待機者に食料配布など県が

動く３日前から８月末から対応していると聞く。加え

て濃厚接触者に対しても 14 日間の食料配布をしてい

ると聞く。努力は高く評価したい。ところで、その際

の数は県から教えてもらっていると聞くが、④市民へ

の数の公表はしないのか、⑤公表できないとすれば、

根拠はどんな法令に基づいているのか。 

  ⑥もし、独自で行えないとすれば県と公表について県

に要望しているのか。お聞きしたい。 

２ 市民への食糧支援の状況と今後の取り組みについて 

３ 避難所及び災害ボランティアセンターの実際について 

（ア）避難所について 

（イ）災害ボランティアセンターについて 

 それぞれ９項目の質問 

４ 財政健全化への取り組みについて 

５ 大船のまちづくりについて 

市 長 

副 市 長 

教 育 長 

消 防 長 

関 連 部 長 



 

順序 質 問 者 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

８ くりはらえりこ 

１ 海辺の環境保全と道路通行の安全確保について（ＳＤ

Ｇｓ目標 13・14・17） 

  （沿岸整備、砂浜の整地、道路へ飛散した砂の処理、

海浜設備のメンテナンス、海水浴場・沿岸の管理） 

２ 民泊を犯罪の温床や近隣の迷惑施設にしない対策につ

いて（ＳＤＧｓ目標８・11・12） 

  （市民相談窓口、近隣説明、オーナー指導、騒音防止

策、犯罪抑止策、神奈川県警や鎌倉保健福祉事務所と

の連携） 

３ 市立病院が無い鎌倉の医療体制と搬送困難事例に対応

する危機管理対策について（ＳＤＧｓ目標３・11・

17） 

  （民間病院・クリニック・医師会・神奈川県との連

携、主導する医療専任チーム、早期治療、かながわ緊

急酸素投与センター、野戦病院型の臨時医療施設、抗

体カクテル療法センター、地域医療格差、こども・妊

婦・高齢者・障害者・要配慮者への医療、民間救急車

との協定、連携者との会議システム、情報提供） 

４ 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域・急傾斜地

崩壊危険区域のモニタリングについて（ＳＤＧｓ目標

９・11・12・13） 

  （位置変異測定、過去の盛土・切土、崩壊予知、崩壊

記録、早い情報伝達） 

５ ４年前の市長の政策マニフェストについて（ＳＤＧｓ

目標１～17） 

  （福祉政策マニフェスト・未来ビジョン・市庁舎移

転・深沢地域まちづくり） 

市 長 

副 市 長 

教 育 長 

消 防 長 

関 連 部 長 



 

順序 質 問 者 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

９ 前 川 綾 子 

１ 地域・社会の担い手となる青少年の育成について 

（１） 選挙における 20 歳未満の投票率について 

（２） まちづくりへの関心を高める手法について 

① 子ども会議について 

② ボランティア活動や地域活動への参加について 

③ 鎌倉検定の子どもへの周知について 

（３） 市政への子どもの提案の把握について 

２ 防災について 

（１） 緑の伐採の制度について 

（２） 予算執行状況について 

（３） 地域防災マニュアル・避難所運営マニュアルの作

成状況について 

（４） 自主防災組織への補助制度について 

（５） マニュアルに基づく避難訓練について 

（６） 風水害の場合について 

市 長 

副 市 長 

教 育 長 

消 防 長 

担 当 部 長 

選挙管理委員会事務局長 

10 納 所 輝 次 
１ 学校教育におけるデジタルトランスフォーメーション

（ＤＸ）について 

市 長 

副 市 長 

教 育 長 

関 連 部 長 

11 保 坂 令 子 

１ 養育費の確保支援について 

２ まちづくり条例等の総体的な見直しについて 

３ 鎌倉市全体のまちづくりにおける「本庁舎跡地」の整 

備について 

市 長 

副 市 長 

担 当 部 長 

12 吉 岡 和 江 １ 村岡新駅と深沢まちづくり計画について 

市 長 

副 市 長 

関 係 部 長 

13 竹 田 ゆかり 

１ 育ちを保障する「障害児保育」について 

２ 特別教室空調設備設置、早期実現を 

３ 婚外子差別解消－戸籍の更正申請について 

４ 小中学校のプール清掃について 

５ ヤングケアラーの実態調査を 

市 長 

副 市 長 

教 育 長 

担 当 部 長 



 

順序 質 問 者 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

14 井 上 三華子 

１ 市内の盛土造成について 

２ 土砂災害のレッドゾーン指定について 

３ 市民協働による里山の保全について 

４ コロナ禍での子ども達のケアについて 

市 長 

副 市 長 

消 防 長 

担 当 部 長 

15 児 玉 文 彦 
１ 鎌倉市の財政に関して 

～個人市民税確保の取り組みについて～ 

市 長 

担 当 部 長 

16 高 野 洋 一 
１ 図書館の運営に関する課題について 

２ ＩＣＴ教育が子どもたちに及ぼす影響と課題について 

市 長 

副 市 長 

教 育 長 

担 当 部 長 

17 くり林こうこう 

１ 小児医療費助成制度における小中学生所得制限撤廃に

向けて 

（市の見解、今後の方針、スケジュールなど） 

２  運転免許を自主返納した高齢者への助成について 

（市の見解、今後の方針、スケジュール、他公共交通

機関の充実、ハチ公バスなどに代表されるコミュニテ

ィバスなど） 

３ 新しい生活様式への移行支援 

（宅配ボックスの助成など） 

４ 観光について 

（観光消費額の増額、観光版地産地消、道路渋滞対

策、市外居住者向け観光税の導入など） 

５ 市職員管理職の女性割合向上について 

市 長 

副 市 長 

担 当 部 長 

 

18 武 野 裕 子 

１ 生活保護行政について 

２ 民間学童保育の安定的運営のために 

３ 岡本２丁目用地の筆界特定とその後 

市 長 

副 市 長 

担 当 部 長 



 

順序 質 問 者 質 問 の 要 旨 答弁を求める者 

19 藤 本 あさこ 

１ 不登校対策に繋がるこどもの居場所について 

２ パートナーシップ条例について 

３ 市長選挙の選挙事務について 

市 長 

副 市 長 

教 育 長 

関 連 部 長 

選挙管理委員会事務局長 

20 出 田 正 道 

１ 北鎌倉隧道について 

（１）６月議会一般質問での回答再確認 

（２）通行再開に向けた進捗状況の確認 

（３）今後の行動とスケジュールの確認 

２ 第 20 回かまくら子ども議会での質問に対する回答の

再確認 

（１）公園遊具の増加と対象年齢に合わせた遊具の設置

（第一小学校） 

（２）インクルーシブ公園の整備（第二小学校） 

（３）小学校運動場における大型遊具撤去後の新しい設備

（七里が浜小学校） 

（４）「こども 110 番の家」のマーク統一（深沢小学校） 

（５）災害時に避難所として利用する小学校体育館の設備

（深沢小学校） 

（６）ガードレール保守の仕組み作り（深沢中学校） 

（７）観光情報と災害情報を一元化した観光客のための特

設サイト開設（鎌倉女学院中学） 

（８）視覚障碍者用誘導ブロック設置における鎌倉らしい

取り組み（鎌倉女子大学中等部） 

（９）鎌倉国宝館未展示文化財の展示（鎌倉女子大学中等

部） 

市 長 

副 市 長 

教 育 長 

担 当 部 長 

 


